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活断層と古地震
コンビーナ:小荒井 衛(茨城大学理学部理学科地球環境科学コース)、近藤 久雄(産業技術総合研究所　活断層・火
山研究部門)、道家 涼介(神奈川県温泉地学研究所、共同)、松多 信尚(岡山大学大学院教育学研究科)
2018年5月22日(火) 17:15 〜 18:30  ポスター会場 (幕張メッセ国際展示場 7ホール)
内陸活断層やプレート境界断層の活動履歴およびその地震像は、被害地震の長期予測にとって基本的なデータで
あり、各地で調査・研究が行われている．本セッションでは、活断層の現在の動き、活断層の歴史的な活動履歴
（地質断層の再活動も含む）、活断層の浅部構造、活断層・歴史地震の調査手法、アクティブテクトニクス、地
震発生の長期予測モデル、歴史文書から推定される古地震像および地震災害軽減のための活断層・古地震研究の
活用についてなど、広範な発表を歓迎する． 
 

 

的石牧場１断層における GPR探査結果とトレンチ調査結果と
の対比

*中埜 貴元1、宇根 寛1、佐藤 浩2 (1.国土交通省国土地理院、2.日本大学)
キーワード：GPR探査、トレンチ調査、的石牧場１断層、2016年熊本地震、阿蘇外輪山北西部
 
はじめに：平成28年（2016年）熊本地震（ Mj 7.3）では，阿蘇外輪山北西部において多数の線状の地表変位が
干渉 SARにより検出され，その多くは地震に伴う応力場の変化により二次的に生じた南北方向の伸張に伴う半地
溝状の正断層群的な変動によるものと考えられている（ Fujiwara et al., 2016）．これらの線状の地表変位
は，既知の活断層（九州活構造研究会編，1989）；中田・今泉，2002）に沿って現れた一方で，地形的に断層変
位地形が認められない位置にも多数現れた．そこで，（1）既知の活断層に沿って干渉 SARにより線状の地表変位
が検出され，現地でも地表変位が確認された地点と，（2）断層変位地形が認められない場所で干渉 SARにより線
状の地表変位が検出され，現地でも地表変位が確認された地点，の2つのケースにおいて，詳細な地形や浅部地下
構造における変位の累積性の有無及びその特徴を調査している．本発表では，ケース（1）に該当する的石牧場１
断層（鈴木ほか，2017）の調査地点における GPR（ Ground Penetrating Radar）探査結果と，同地点のトレン
チ調査結果との対比に基づく解釈を報告する． 
 
結果と考察：的石牧場１断層地区のトレンチ実施予定地において， GPR探査（ Sensors &Software社製 Noggin
Plus，アンテナ中心周波数250MHz）を実施した結果，断層の南側（沈降側）の地下3～4m付近に明瞭な反射面が
みられ，それが断層に近づくほどより深部へ傾斜していた．これは， Fujiwara et al. (2016)が指摘する半地溝状
の正断層の上盤側に位置する堆積層（火山砕屑物または沖積層）が，正断層運動に伴って累積的に沈降している
ことを示すと考えられる．断層部でのトレンチ調査の結果，地下3m付近で Aso-4火砕流堆積物（89ka；松本ほ
か，1991）と推定される火山砕屑物が現れたため， GPR探査における明瞭な反射面は，この上面を捉えているも
のと考えられる． GPR探査では，断層を示す明瞭な構造は検出できなかったが，この火山砕屑物を示す明瞭な反
射面が途切れる位置に断層が存在している可能性が考えられる． 
 
まとめと課題：熊本地震に伴い地表変位が生じた的石牧場１断層を横切る測線で GPR探査を実施した結果，地下
3～4m付近の地層が断層に向かって傾斜する構造が検出でき，半地溝状の正断層運動に伴う累積的な変位（沈
降）の可能性が示された．今後，トレンチ調査結果の解釈をもとに， GPR探査結果のより詳細な解釈を試みた
い． 
 
謝辞：本研究で使用した GPR探査装置は，名古屋大学の鈴木康弘教授よりお借りしました．トレンチ調査におい
ては，(財)電力中央研究所の小村慶太朗研究員および千葉大学大学院理学研究科金田研究室の学生諸氏，日本大学
大学院理工学研究科（地理学専攻）の大学院生諸氏，山形大学の八木浩司教授に多大なる協力を賜りました．本
研究の一部は， JSPS科研費 JP17K01234（研究代表者：佐藤浩）の助成を受けたものです．ここに記して感謝申
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し上げます． 
 
引用文献： Fujiwara et al. (2016): Small displacement linear surface ruptures of the 2016 Kumamoto
earthquake sequence detected by ALOS-2 SAR interferometry, Earth, Planets and Space, 68:160.；九州活
構造研究会編（1989）：九州の活構造．東京大学出版会，553p．；中田・今泉（2002）：活断層詳細デジタル
マップ．東京大学出版会．；鈴木ほか（2017）：1:25,000活断層図 布田川・日奈久断層帯とその周辺「阿
蘇」，国土地理院．松本ほか（1991）：阿蘇火山岩類の K-Ar年代測定－火山層序との整合性と火砕流試料への
適応－．日本火山学会1991年度秋季大会講演予稿集，73.


